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１ 今日のテーマ 

・花弁高杯の時期的な変化 

  弥生時代後期（１世紀後半）から古墳時代前期（４世紀）の再検討 

  【形態の変化】 

 

鳥取県埋蔵文化財センター編 2005『弥生の器』 

  【花弁の変化】 

 

鳥取県埋蔵文化財センター編 2008『弥生の至宝～花弁高杯とその背景～』 

 

・他遺跡出土品との関係の再検討 

  継続的／一時的？ 

  何が移動したのか？ 

 

２ 花弁高杯の変遷 

（１）鳥取県東部（特に気高郡）に豊富な資料 

   青谷上寺地遺跡 約 20 点 

   青谷横木遺跡    ２点 

   乙亥正屋敷廻遺跡  ６点 

 

（２）変遷 

  ・型式学的検討と出土層位による検討 



 

 

 

 

 

 

 



（４）変化の背景 

  ・文様を付ける意味 

 

 

 

３ 分布と並行関係 

 ・日本海沿岸地域に分布（石川県、兵庫県、島根県、福岡県） 

 ・多くは弥生時代後期後葉（２世紀後半）のもの 

 



４ モノの移動、人の移動、技術の移動 

（１）これまでの説 

 ・青谷上寺地遺跡での製作と配布説（一元説）と各遺跡で製作説（多元説） 

 【一元説の論拠】樋上昇氏（2008 など） 

   青谷上寺地遺跡では多数出土するが他遺跡では１点しか出土しない 

   花弁高杯は輸出品 

 【多元説】茶谷満氏（2005 など）鳥取県埋蔵文化財センター（2008） 

   ・樹種の違い（ヤマグワ／ケヤキ） 

・形態的特徴の違い 

・製作技術の違い（刳り物／挽物） 

 

鳥取県埋蔵文化財センター編 2008『弥生の至宝～花弁高杯とその背景～』 

 

（２）樹種の違い 

  ・青谷上寺地遺跡の花弁高杯の樹種（ヤマグワ＞ケヤキ+カヤ） 

  ・西念・南新保遺跡（ケヤキ）、白江梯川遺跡（ヤマグワ）、袴狭遺跡（カヤ）、姫原西遺跡（カ

ヤ）、乙亥正屋敷廻遺跡（ヤマグワ）、松原田中遺跡（ヤマグワ） 

 

  ⇒青谷上寺地遺跡ではヤマグワの利用が多いとはいえ、他の遺跡で利用された樹種は、青谷上

寺地遺跡の樹種利用のバリエーションを逸脱していない。 

 

（３）形態的特徴の違い 

  ・評価が難しい 



 

  ⇒在地に特徴的な素材や技術が使われている、特徴的な形態が継続的に維持されている、他のモ

ノと共通する要素が取り入れられている 

 

（４）製作技術の違い 

・刳り物／挽物か？ 

①平面形が正円かどうか 

②同心円状の加工痕の有無 

③轆轤に固定する際の爪痕 

 

  ・コンパス状道具の利用？ 

 

 



５ 花弁高杯の廃棄 

 ・分割廃棄の共通性（脚裾部付け根、脚柱部、杯部付け根） 

 

      青谷上寺地遺跡        姫原西遺跡 

 

６ まとめ 

 ①青谷上寺地遺跡から人（工人でない場合も含む）とモノがセットで移動する 

②青谷上寺地遺跡から人（工人）が移動し、現地で製作する場合 

③他の遺跡から青谷上寺地遺跡に来て、製作から廃棄に至る過程を体系的に習得した人が地元に戻っ

て製作する等の可能性 
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